


オーストロネシア人の登場

　周知のように、インドネシアの
ジャワには８～９世紀に建立され
た世界最大の仏教遺跡ボロブドゥ
ール寺院がある。筆者は何回もこ
の巨大仏教遺跡を訪ねているが、
そのたびに深い感動に浸っている。
日本では、60年代にボロブドゥ
ール遺跡復興運動が興り、多くの
寄付が集められたことがあった。
ちょうどその頃に本誌の発行が始
まった。
 ある日、遺跡（壁画）の一部に
巨大な帆船が彫り込まれているの
に気付く。この時、インドネシア
人はもともと海洋民族であるとい
う印象を深めた。その後、アフリ
カへの援助（ODA）が大きな課
題となり、アジア主義の著者も、
特にアフリカ主義に徹していた国
際協力機構（JICA）理事長の緒
方貞子さんに感化されて、アフリ
カに目を向けるようになった。
 アフリカに関するいろいろな本
を読んでいる時、面白い記事に目
が留まった。それは、すでにご存

じかもしれないが、ピューリッツ
ァー賞をもらったジャレド・ダイ
アモンド著『銃・病原菌・鉄』
（草思社発行）の下巻の一節「オ
ーストロネシア人のマダガスカル
島への拡散」である。次にその一
節を紹介してみたい。オーストロ
ネシア人とは、今で言うならば、
ほぼインドネシア領に住んでいた
人たちを指している。
　オーストロネシア人のマダガス
カル島（アフリカの東海岸に近
い）への拡散は、先史時代にアフ
リカで起きた人口移動の一つであ
るとみられている。オーストロネ
シア人とは学術的な呼び方であっ
て、現在のインドネシア、パプア
ニューギニア、マレーシア、カリ
マンタンなどを含む地域に住んで
いたらしい。
　そのオーストロネシア人のマダ
ガスカル島への入植については、
早ければ西暦300年頃まで、遅く
とも西暦800年頃までに起こった
ことが、マダガスカル島の考古学
調査から分かっている。入植した
彼らは、長い孤立の歴史を通じて

独自の進化を遂げたマダガスカル
島特有の動物に出会い、おそらく
そのほとんどを絶滅させてしまっ
たものと思われている。
　他の惑星からやってきたような
動物の中には、たとえばジャイア
ント・エレファント・バード（学
名エピオルニス）や、ゴリラほど
の大きなキツネザル科のメガラダ
ピス、コビトカバなども含まれて
いた。
　さらに、マダガスカル島で発見
されている最古の遺跡からは、鉄
器や家畜、農作物の遺物も出土さ
れているので、マダガスカル島に
はカヌーで漂着した数人の漁師以
上の規模でオーストロネシア人が
入植したと思われる、としている。
つまり、オーストロネシア人は遠
征隊を組み、大挙してマダガスカ
ル島にやって来たと考えられてい
る。

奇跡的航海

　しかし一方では、先史時代に
4,000マイル（約6,400キロ）に
及ぶ航海は、計画的に行われたも

のでなく、海流に乗って奇跡的に
島に漂着したと考えるのが自然で
はなかろうか、と言われている。
しかし、その辺の証拠は何もない。
おそらく船（カヌー）はダブルリ
ガー（双胴船）で波には強かった
と思われるが、風に流されるとい
うより海流に乗ってしまったもの
かと推測される。それにしても、
あの広大なインド洋を横切るわけ
だから、奇跡と言っても過言では
ない。
　前述したように本来、マダガス
カル島にはジャイアント・エレフ
ァント・バードやメガラダピス、
コビトカバなども生存していたよ
うである。地球誕生そのままの姿
だったかもしれない。
　漂着したオーストロネシア人た
ちは、生存のため稲作を始めたの
で、この島独自の稲作文化が根付
くことになった。おそらく、東南
アジアからアフリカへの歴史的な
第１号の稲作文化の移転になった
に違いない。
　オーストロネシア人の痕跡は、
東アフリカの地にあまり残されて
いないと言われる。あえて言うと、
その痕跡はオーストロネシア産の
農作物は当然として、他にインド
ネシア起源のものらしい楽器（木
琴とチター）が残っているだけで
あると言う。
　オーストロネシア人は、インド
と東アフリカ経由という、昔から
のルートでマダガスカル島に達し
たのでなく、信じられない方法で
あの広大なインド洋を東から西へ
まっすぐに航海してマダガスカル
島に到着している。普通の航路は

インド経由で南下する方法
が考えられるが、インドネ
シアからインド洋をアフリ
カ東岸へ進出している。これ
は奇跡的な航海法だと言われ
ている。
　専門家筋では、その後、イン
ドネシアからのアフリカ東岸へ
の直進航路でない方法が考えら
れたのではないかと言われている。
　こうした秘密の航法も、インド
ネシアではマホメットの信仰、植
民地支配などを通して内側に閉じ
込められるようになり、インドネ
シア人の海洋への天才的な能力が
閉ざされてしまったと言っても過
言ではないだろう。
　
フランスの植民地へ

　その後、歴史は流れ、９世紀頃
になるとアラブ人が進出し、多く
の奴隷を東アフリカから連れてき
たと伝えられている。1643年に
はフランスが島の東南部に要塞を
建設し、1896年にはフランス植
民地となり、1958年にはフラン
ス共同体内の自治共和国へ、
1960年に共同体内の共和国とし
て独立する。1978年、最高革命
評議会が権力を握り社会主義路線
を推進、マダガスカル共和国に改
称し、社会主義から自由化政策に

転換している。
　現在の一人当たり国民総所得は
470ドル。対岸のモザンビークの
一人当たり国民総所得も470ドル
で同水準。ちなみに、日本との貿
易関係は、輸入ではニッケル、コ
バルトなどが主で、輸出は機械類、
乗用車など。日系企業は４社ほど
進出し、在留邦人は138人。島の
人口は2,891万人ほど。
　歴史は流れて、インドネシア人
の子孫を探すのは容易ではない。
しかし、歴史は明白である。マダ
ガスカルにたどり着いた外国人の
第１号が遠きインドネシア人であ
ったということである。しかも、
アフリカ第１号とも言うべきアジ
アの稲作を伝えたことである。そ
う考えると、歴史とは偶然の積み
重ねであることが分かる。だから、
歴史は面白いのである。そしてマ
ダガスカルを見る目も変わってく
るのではなかろうか。

歴史はつながっている
インドネシア人とマダガスカル島
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